
長
門
谷
洋
治

岡
山
医
学
専
門
学
校
長
筒
井
八
百
珠
（
や
お
じ
ゅ
一
八
六
三
’

一
九
一
二
、
敬
称
略
）
は
、
大
正
十
一
年
一
月
二
十
八
日
、
五
十
七

歳
で
死
亡
し
た
。
同
校
が
岡
山
医
科
大
学
に
昇
格
せ
ん
と
す
る
直
前

の
こ
と
で
あ
っ
た
。

彼
が
千
葉
医
学
専
門
学
校
の
教
授
か
ら
菅
之
芳
校
長
の
後
任
と
し

て
、
岡
山
医
専
校
長
・
岡
山
県
病
院
院
長
と
な
っ
た
の
は
大
正
二
年

七
月
で
あ
っ
た
か
ら
、
岡
山
在
任
は
八
年
余
で
あ
っ
た
。
さ
ほ
ど
長

い
期
間
で
は
な
か
っ
た
が
、
彼
が
岡
山
大
学
の
基
礎
を
築
く
の
に
大

き
な
貢
献
を
な
し
た
こ
と
は
疑
い
の
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。

彼
の
専
門
は
皮
層
病
学
・
花
柳
病
学
で
あ
っ
た
が
、
当
時
は
皮
層

科
が
完
全
に
独
立
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
も
あ
っ
て
外
科
に
属
し
て

い
た
。
土
肥
慶
蔵
（
一
八
六
六
’
一
九
一
三
）
は
「
金
沢
の
下
平
用

彩
氏
、
千
葉
の
筒
井
八
百
珠
氏
、
岡
山
の
高
橋
金
一
郎
氏
は
執
れ
も

筒
井
八
百
珠
（
一
八
六
三
’
一
九
一
二
）

ｌ
そ
の
生
涯
と
業
績
Ｉ

外
科
教
授
を
以
て
皮
膚
病
徽
毒
科
を
兼
担
せ
り
」
と
述
べ
て
い
る

（
大
正
二
年
）
。
も
っ
と
も
す
で
に
三
大
学
（
東
大
・
京
大
・
九
大
）

に
は
皮
層
病
徽
毒
学
の
教
授
が
い
た
し
、
地
方
の
医
学
校
に
も
独
立

し
た
教
科
を
も
っ
て
い
る
と
こ
ろ
（
例
京
都
府
立
・
江
馬
章
太

郎
、
大
阪
・
桜
根
孝
之
進
、
愛
知
・
楠
太
）
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
成

果
を
あ
げ
て
い
た
。

筒
井
は
文
久
三
年
、
紀
州
新
宮
に
生
ま
れ
、
明
治
十
年
三
重
県
医

学
校
に
入
学
す
る
も
、
同
十
二
年
県
命
に
よ
り
東
京
大
学
医
学
部
予

科
に
転
じ
、
同
十
七
年
こ
れ
を
卒
え
、
同
二
十
二
年
帝
国
大
学
医
科

大
学
卒
業
（
東
大
在
学
一
○
年
余
）
。
同
級
に
上
記
下
平
が
お
り
、

一
年
あ
と
に
上
記
土
肥
、
高
橋
が
い
た
。
卒
業
後
第
一
医
院
外
科
医

局
の
助
手
と
な
り
、
ス
ク
リ
ゞ
〈
に
つ
く
。
同
二
十
三
年
、
第
一
高
等

学
校
教
諭
と
し
て
千
葉
に
勤
務
。
同
三
十
二
年
、
皮
層
病
花
柳
病
学

研
究
の
た
め
ド
イ
ツ
留
学
を
命
ぜ
ら
れ
る
。
同
三
十
四
年
帰
朝
、
同

四
十
一
年
、
医
学
博
士
（
東
大
よ
り
授
与
）
、
千
葉
医
専
教
授
。
そ
し

て
上
述
の
ょ
う
に
大
正
二
年
、
岡
山
に
移
る
。

彼
は
、
わ
が
国
で
色
素
性
乾
皮
症
を
記
載
し
た
最
初
の
人
（
明
治

二
十
六
年
）
と
さ
れ
る
。
ま
た
ア
カ
ン
ト
ー
ジ
ス
・
ニ
グ
リ
カ
ン
ス

（
黒
色
表
皮
腫
）
の
報
告
、
と
く
に
同
症
と
胃
癌
と
の
関
係
に
論
及
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し
た
初
期
の
人
（
明
治
三
十
六
年
）
で
あ
る
。
明
治
三
十
六
年
の
日

本
皮
膚
科
学
会
（
第
三
回
）
で
は
、
「
横
痙
の
療
法
」
に
つ
い
て
特

別
講
演
を
行
っ
て
い
る
。
岡
山
赴
任
後
は
人
工
高
山
太
陽
燈
療
法
に

力
を
入
れ
、
症
例
報
告
（
ポ
ロ
ケ
ラ
ト
ー
ジ
ス
、
尋
常
性
狼
瘡
、
色

素
性
徽
毒
疹
、
黄
癬
な
ど
）
も
活
発
に
し
て
い
る
。

『
皮
膚
科
泌
尿
器
科
雑
誌
』
に
は
二
巻
（
明
治
三
十
五
年
）
に
癩

病
に
つ
い
て
論
じ
た
の
を
は
じ
め
多
数
の
論
文
を
発
表
し
た
。

筒
井
は
明
治
二
十
九
年
『
皮
層
病
学
』
を
南
江
堂
よ
り
上
梓
す

る
。
彼
は
そ
の
序
文
で
「
本
邦
に
於
て
は
明
治
二
十
一
年
の
交
、
二
、

三
の
書
籍
梓
に
上
り
し
以
後
ま
た
一
の
新
著
あ
る
を
聞
か
ず
」
と
記

す
が
、
本
吉
は
日
本
人
症
例
を
も
採
用
し
て
い
る
点
で
先
駆
的
な
専

門
言
と
い
え
、
そ
の
後
増
補
し
、
大
正
八
年
に
は
六
版
を
出
し
て
い

る
。
同
三
十
三
年
に
は
や
は
り
南
江
堂
よ
り
『
皮
膚
病
図
譜
』
を
出

版
（
翌
年
再
版
）
す
る
。
こ
れ
は
ウ
ィ
ー
ン
の
ム
ラ
ッ
ェ
ッ
ク
の
著

を
訳
し
た
も
の
だ
が
、
カ
ラ
ー
図
版
を
含
む
六
五
図
は
外
人
症
例
と

は
い
え
、
わ
が
国
皮
層
科
医
の
好
指
針
に
な
っ
た
も
の
と
推
察
さ
れ

る
。
ち
な
桑
に
土
肥
が
『
日
本
皮
層
病
徽
毒
図
譜
』
の
第
一
峡
を
出

す
の
が
三
年
後
の
明
治
三
十
六
年
で
あ
る
。

彼
の
著
書
と
し
て
、
さ
ら
に
次
の
も
の
が
知
ら
れ
る
。

臨
淋
医
典
南
江
堂
明
治
二
十
三
年

花
柳
病
学
南
江
堂
明
治
三
十
年

新
撰
外
科
手
術
南
江
堂
明
治
三
十
七
年

花
柳
病
講
話
博
文
館
明
治
四
十
一
年
（
『
家
庭
衛
生
講
話
、

第
五
編
』
）

こ
の
う
ち
『
花
柳
病
学
』
は
前
述
の
『
皮
膚
病
学
』
と
対
に
な
る

も
の
で
、
本
書
も
ま
た
よ
く
用
い
ら
れ
た
（
同
四
十
一
年
、
一
○
版
）
。

『
花
柳
病
講
話
』
は
啓
蒙
的
な
も
の
だ
が
、
す
で
に
同
三
十
八
年
、

同
じ
博
文
館
の
『
家
庭
衛
生
叢
書
、
第
七
編
』
の
中
で
「
徽
毒
に
関

す
る
家
庭
の
注
意
」
を
記
し
て
い
る
。

『
臨
林
医
典
』
は
一
般
医
家
の
座
右
の
書
と
し
て
ポ
ケ
ッ
ト
版

（
園
ｏ
日
×
＠
・
日
）
で
刊
行
さ
れ
、
当
時
の
医
学
書
の
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー

的
存
在
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
、
大
正
十
三
年
に
は
三
一
版
を
出
し
て

い
る
。
初
版
を
出
し
た
の
は
大
学
卒
業
後
わ
ず
か
一
年
目
で
あ
り
、

彼
の
非
凡
さ
が
う
か
が
え
る
。
凡
例
に
「
本
書
〈
医
学
諸
科
各
病
ノ

原
因
、
症
候
、
診
断
、
予
後
、
療
法
及
処
方
ヲ
記
載
ス
・
其
付
録
〈

診
断
及
治
療
二
必
要
ナ
ル
諸
件
及
医
師
及
薬
剤
師
ノ
最
モ
注
意
ス
￥
ヘ

キ
法
律
ノ
各
条
及
伝
染
病
規
則
等
ヲ
摘
録
ス
」
と
あ
る
。

彼
の
人
と
な
り
に
つ
い
て
は
、
岡
山
の
卒
業
生
の
一
人
が
卒
業
式
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に
あ
た
っ
て
の
「
職
業
に
貴
賤
は
な
い
が
、
然
し
唯
、
医
業
は
尊
い

人
命
を
あ
ず
か
る
崇
高
な
職
業
で
あ
る
こ
と
を
忘
れ
る
な
」
の
彼
の

一
言
が
脳
底
深
く
刻
ま
れ
た
（
渭
東
薫
、
『
堺
市
医
師
会
報
』
昭
和

六
十
年
十
月
）
と
記
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
う
か
が
い
知
ら
れ
る
。

（
大
阪
府
豊
中
市
）

古
代
ギ
リ
シ
ア
の
歴
史
著
述
家
で
あ
る
卜
ウ
キ
ュ
デ
ィ
デ
ス
（
前

四
六
○
’
三
九
九
年
頃
）
の
『
戦
史
』
第
二
巻
四
七
節
以
下
に
は
、

・
ヘ
ロ
ポ
ネ
ソ
ス
戦
争
（
前
四
三
一
’
四
○
四
年
）
開
戦
二
年
目
に
ア

テ
ナ
イ
を
お
そ
い
、
そ
の
後
の
戦
局
を
大
き
く
左
右
し
た
「
疫
病
」

に
関
す
る
詳
細
な
記
事
が
設
え
る
。
病
状
の
経
過
を
め
ぐ
る
記
述
が

当
時
の
医
学
用
語
（
ほ
と
ん
ど
が
ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
文
献
中
に
見
出
さ

れ
る
）
を
正
確
に
用
い
て
な
さ
れ
て
い
る
点
か
ら
も
、
史
家
が
医
学

に
つ
い
て
深
い
知
識
を
も
っ
て
い
た
こ
と
が
よ
く
指
摘
さ
れ
て
き
て

い
る
。
本
発
表
で
は
、
こ
れ
よ
り
さ
ら
に
広
い
観
点
に
立
っ
て
、
史

家
の
歴
史
認
識
そ
れ
自
体
に
ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
医
学
派
が
少
な
か
ら
ぬ

影
響
を
与
え
た
と
す
る
葛
①
昼
目
の
局
の
研
究
な
ど
を
も
と
に
、
史
家

と
当
時
の
医
学
思
想
と
の
つ
な
が
り
に
つ
い
て
考
え
て
承
た
い
。

ト
ゥ
キ
ュ
デ
ィ
デ
ス
『
戦
史
』
に
お
け
る

ギ
リ
シ
ア
医
学
の
影
響

今
井
正
浩
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